
令和６年１１月 時津町農業委員会総会 

 

     日時 令和６年１１月２５日（月曜日）１０時～１１時 

           場所 時津町役場第２庁舎３階会議室  

１．開 会 

２．議 事             

日程第１ 議事録署名人の指名について 

日程第２ 議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請（受付番号第１－５４号） 

日程第３ 議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請（受付番号第１－５３号） 

日程第４ 報告第１号 農地法第３条の３第１項の規定による届出（受付番号第１－４６号） 

     報告第２号 農地法第３条の３第１項の規定による届出（受付番号第１－４７号） 

     報告第３号 農地法第３条の３第１項の規定による届出（受付番号第１－４８号） 

     報告第４号 農地法第４条第１項第７号の規定による届出（受付番号第１－５２号） 

     報告第５号 農地法第５条第１項第６号の規定による届出（受付番号第１－４５号） 

     報告第６号 農地法第１８条第６項の規定による通知（受付番号第１－５０号） 

     報告第７号 農地法第１８条第６項の規定による通知（受付番号第１－５１号） 

     報告第４号 非農地通知証明願（受付番号第１－４９号） 

３．出席委員         

  ○農業委員（１１名） 

       １番 朝長 克二   ２番 吉川 博美   ３番 坂本 敬治 

   ４番 小嶌 栄一   ５番 髙橋 達男   ６番 溝上 勝也 

   ７番 池田 稔    ８番 濵田 信    ９番 渡辺 洋一 

  １０番 水口 直樹  １１番 辻 文美 

  ○農地利用最適化推進委員（３名） 

    １番 岳田 稔人   ２番 溝上 直美   ３番 植田 秀之 

４．議事録署名人  ５番 髙橋 達男  ６番 溝上 勝也 



議事録 

○議 長 
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○事務局 

皆さんおはようございます。それでは総会に入ります。ただ今の出席委員は

農業委員１１名、推進委員３名であります。会議規則第７条の規定の定数に達

しておりますので、これより令和６年１１月農業委員会総会を開催いたしま

す。日程第１、議事録署名人の指名を行います。議事録署名人は、会議規則第

１４条の規定に基づき、５番髙橋委員、６番溝上委員を指名いたします。日程

第２、議案第１号について事務局は説明をお願いします。 

議案第１号について説明いたします。１ページをご覧ください。農地法第３

条の規定による許可申請です。譲受人は浜田郷〇〇の〇〇さん、譲渡人は時津

町、農地は浜田郷〇〇外３筆、地目は田、地積合計は３４０．６４㎡、市街化

調整区域内の第２種農地です。売買による所有権の移転で設定期間は永久で

す。申請理由は、譲渡人は西時津小島田線打越工区事業に伴う譲受人所有地買

収の代替え地として譲渡すもの、譲受人は西時津工島田線打越工区事業に伴

い、自己所有地を売り渡したため、代替え地として譲り受け、隣接の自己所有

地と一体利用により耕作の利便性向上を図るものです。農作業常時従事者は３

名、従事日数は２９０日、譲受人経営面積は１３，３７５．３８㎡です。２ペ

ージ以降は許可申請書です。３ページの作付け予定作物は、水稲、野菜、みか

ん、梅です。４ページの農作業に従事する者ですが、〇〇さんと子どもの〇〇

さん、その妻の〇〇さんと３人で合わせて年間２９０日農業に従事していま

す。９ページは位置図です。申請農地は山蔭池の西側付近です。１０ページは

現況写真です。以上です。 

本件に関し、ご質問、ご意見はありませんか。ないようでしたら、議案第１

号に賛成の方の挙手を求めます。挙手多数と認めます。よって、議案第１号は

許可することに決定いたします。 

日程第３、議案第２号について事務局は説明をお願いします。 

議案第２号について説明いたします。１１ページをご覧ください。農地法第
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５条の規定による許可申請、所有権移転を伴う市街化調整区域農地の転用で

す。こちらは４月に許可申請を行っておりました〇〇の駐車場と緑地公園への

転用に関連し、一部、農振農用地が含まれていたため、農振農用地部分を除外

して許可を受けておりましたが、農振農用地部分についても、除外手続きが完

了したため、今回、転用許可申請を行うものです。譲受人は浦郷〇〇の〇〇さ

ん、譲渡人は日並郷〇〇の〇〇さん、農地は日並郷〇〇外２筆、地目が畑、地

積合計は７３９㎡です。譲受人は申請地を緑地公園として転用すべく申請する

ものです。権利の種類は所有権の移転、権利の期間は永久、市街化調整区域の

第２種農地です。１２ページは許可申請書です。４の権利設定等の内容です

が、売買による所有権の移転です。５資金調達は土地購入費が４００万、その

他造成費等を含め、合計４５０万円です。７その他参考となるべき事項です

が、併用地として隣接地２３５０番１外５筆を利用することとしており、隣接

地については令和６年５月２４日付で農地転用に係る県知事許可を取得済で

す。１３、１４ページは位置図です。〇〇の西側付近です。１５，１６ページ

は現況写真です。〇〇の奥側の土地です。１７ページは事業計画書です。前回

の事業計画と同様です。今回申請部分に駐車場はなく、緑地公園部分のみとな

っています。１８ページは被害防除計画書です。こちらも前回と同様です。建

築物は設置せず、隣接農地との間に２ｍの緩衝地を設けることとしており、日

照や通風等で悪影響を及ぼす恐れはないとのことです。１９ページは土地利用

計画図です。左下のＬ字型の部分を今回追加するものです。２０ページは土地

の選定に関する調書です。こちらも前回と同様です。琴海村松町の山林も検討

していますが、遠方であるため断念しています。以上です。 

本件に関し、ご質問、ご意見はありませんか。ないようでしたら、議案第２

号に賛成の方の挙手を求めます。挙手多数と認めます。よって、議案第２号は

許可相当と決定することといたします。日程第４、報告が８件あります。事務

局は説明をお願いします。 



〇事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項について説明いたします。まず、報告第１号ですが、２３ページを

ご覧ください。農地法第３条の規定による届出、相続による所有権の移転で

す。相続人は西時津郷〇〇の〇〇さん、被相続人は久留里郷〇〇の〇〇さん、

農地は日並郷〇〇外１９筆、地目は田と畑、地積は３３，３５５㎡です。農地

は西彼杵道路の西側、日並と久留里の境界付近です。権利を取得した日は令和

６年１０月１６日、所有権移転登記申請を行った日です。権利を取得した事由

は令和６年 1月２日の相続です。農業委員会によるあっせん等の希望はありま

せん。 

次に、報告第２号ですが、２６ページをご覧ください。農地法第３条の規定

による届出、相続による所有権の移転です。こちらは先ほどの報告第１号の関

連です。相続人は久留里郷〇〇の〇〇さん、被相続人は先ほどと同様、〇〇さ

ん、農地は久留里郷〇〇外１筆、地目は畑、地積合計は１５７６㎡です。権利

を取得した日、権利を取得した事由は、先ほどと同様です。こちらも農業委員

会によるあっせん等の希望はありません。 

次に、報告第３号ですが、２９ページをご覧ください。農地法第３条の規定

による届出、相続による所有権の移転です。こちらも先ほどの報告第１号、第

２号の関連です。相続人は長崎市西北町〇〇の〇〇さん、被相続人は〇〇さ

ん、農地は久留里郷〇〇、地目は畑、地積は７３０㎡です。こちらも権利を取

得した日、権利を取得した事由は同様となっています。また、こちらも農業委

員会によるあっせん等の希望はありません。 

次に報告第４号ですが、３１ページをご覧ください。農地法第４条の規定に

よる届出、市街化区域内農地の転用です。届出者は久留里郷〇〇の〇〇さん、

農地は久留里郷〇〇、地目は畑、地積は１１㎡、市街化区域内の第３種農地で

す。届出者は、貸駐車場用地として利用すべく届出を行うものです。３２ペー

ジは届出書です。４転用計画ですが、貸駐車場として隣地の久留里郷〇〇と一

体的に利用するものですが、工事は完了となっています。以前、隣地を貸駐車



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場とする際に、今回の申請農地の一部を駐車場用地として舗装していたことが

わかり、今回、転用届出を行うものです。５被害防除施設の概要としまして

は、付近に農地はなく、影響はありません。３４ページは位置図です。届出農

地は〇〇の北東側付近です。３５ページは現況写真、３６ページは、利用計画

図です。 

次に報告第５号ですが、３８ページをご覧ください。農地法第５条の規定に

よる届出、権利移動を伴う市街化区域内農地の転用です。譲受人は浜田郷〇〇

の〇〇さんと〇〇さん、譲渡人は浦郷〇〇の〇〇さん、農地は浜田郷〇〇外１

筆、地目は畑、地積合計は６９２㎡、市街化区域内の第３種農地、区画整理区

域内です。譲受人は住宅用地として利用すべく届出を行うものです。権利の種

類は所有権の設定、権利の期間は永久です。３９ページは届出書です。「４転

用計画」ですが、木造合金メッキ鋼板ぶき平屋建ての住宅で建築面積は１１

０．１３㎡で、工事は仮換地使用開始後すぐに着工し４カ月ほどで完了する見

込みです。「５被害防除施設の概要」としましては、排水は公共下水道に接続

し、日照は周囲が宅地化されており、近隣農地に悪影響を及ぼす恐れはありま

せん。４０ページは位置図ですが、〇〇の南側です。４１、４２ページは仮換

地通知です。仮換地は〇〇街区の〇〇と〇〇、地積は２０８㎡と１５㎡です。

４３、４４ページは仮換地明細書、４５ページは現況写真、４７ページ以降は

住宅の配置図、平面図、立面図です。 

次に報告第６号ですが、５０ページをご覧ください。農地法第１８条第６項

の規定による通知、賃貸借契約の合意解約です。賃貸人は野田郷〇〇の〇〇さ

ん、賃借人は左底郷〇〇の〇〇さん、農地は野田郷〇〇、地目は畑、面積は

１，４２９㎡です。双方の間で農地法３条により賃貸借契約を結んでいました

が、双方合意の上で解除した旨の通知があったものです。当初の契約期間は令

和５年１０月２５日から１０年間でしたが、令和６年１１月６日に合意解約

し、１１月３０日に土地を引き渡すこととしています。なお、農地所有者の〇



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○議 長 
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〇さんは令和５年１２月にお亡くなりになっており、相続登記前のため、法定

相続人全員の合意を得ております。農地は〇〇の南東付近です。 

次に報告第７号ですが、５３ページをご覧ください。農地法第１８条第６項

の規定による通知、賃貸借契約の合意解約です。賃貸人は野田郷〇〇の〇〇さ

ん、賃借人は先ほどの報告第６号と同様で〇〇さん、農地は野田郷〇〇、地目

は畑、面積は４３６㎡です。こちらも先ほどと同様、農地法３条により、令和

５年１０月２５日から１０年間の賃貸借契約を締結していましたが、合意解約

を行うものです。こちらも先ほどと同様、合意解約成立日は令和６年１１月６

日、土地の引き渡しは１１月３０日、農地は〇〇の南東付近です。 

次に報告第８号ですが、５５ページをご覧ください。非農地通知証明願で

す。申請者は長与町本川内郷〇〇の〇〇さん、農地は野田郷〇〇、地目は畑、

面積は３９８㎡です。申請者は非農地通知書を紛失したため、証明願を提出す

るものです。申請書提出日、証明日は令和６年１０月３１日です。なお、この

農地については平成２８年１０月１３日付で非農地通知を発出しておりました

が、登記の変更を行っておらず、非農地通知を紛失したため、今回、証明を取

得し、登記の変更を行うものです。申請農地は〇〇の北東付近、〇〇の東側で

現在、〇〇が設置されています。以上で報告事項の説明を終わります。 

報告事項について、ご質問、ご意見はありませんか。 

報告第４号は違反転用の対応だが、今回の案件はどのような経緯で発覚し、

たのか。 

今回の案件は、行政書士からの相談で発覚し、今後の利用のため、転用届を

出してもらうこととしています。 

報告第６号、７号の合意解約については１年ほどで解約となっている。農地

の賃貸借の際に、借手の意欲など、もう少し確認した方がよいのではないか。 

こちらは農地を借りた方が管理できておらず、近隣からの苦情などから解約

することとなったものです。今後、農地の貸借の際には、確実に管理できるの
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かなどについて確認が必要だと思っています。 

ほかにご質問、ご意見はありませんか。ないようでしたら報告を終わりま

す。以上をもちまして、１１月の農業委員会総会を閉会します。次回は１２月

２５日（水）１０時から第２庁舎３階会議室で開催します。 

 


